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尽
く
す
方
針
で
す
。　
　

　

以
上
を
踏
ま
え
、
令
和
５

年
度
に
実
施
す
る
福
祉
共
済

事
業
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

消
防
団
員
等
が
死
亡
し
又

は
障
害
を
受
け
た
場
合
等

に
、
そ
の
家
族
の
生
活
を
守

る
と
と
も
に
、
消
防
団
員
等

の
福
祉
を
増
進
す
る
総
合
的

な
共
済
と
し
て
円
滑
に
推
進

す
る
。

∏　

消
防
団
員
の
福
祉
共
済

へ
の
全
員
加
入
の
推
進

π　

弔
慰
金
、
遺
族
援
護

金
、
障
害
見
舞
金
、
入
院
見

舞
金
等
の
共
済
金
支
給

∏　

消
防
団
員
等
健
康
増
進

事
業

　

消
防
団
員
等
の
健
康
増
進

及
び
公
務
災
害
の
事
故
防
止

を
図
る
た
め
、
次
の
事
業
を

　

福
祉
共
済
事
業
は
、
近
年

の
消
防
団
員
の
減
少
に
よ
る

掛
金
収
入
の
減
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
の
増
加
に
よ

り
特
に
令
和
４
年
度
に
顕
著

と
な
っ
た
支
払
共
済
金
の
増

に
よ
り
、
非
常
に
厳
し
い
事

業
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
福
祉
共
済
事

業
の
基
本
は
維
持
し
、
消
防

団
員
の
福
祉
向
上
に
最
善
を

　

令
和
５
年
３
月
３
日
�
午

前　

時　

分
か
ら
、
ニ
ッ
シ

１１

３０

ョ
ー
ホ
ー
ル
（
旧
ヤ
ク
ル
ト

ホ
ー
ル
）
に
て
、
第　

回
日

７５

本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式
を

挙
行
い
た
し
ま
し
た
。　
　

実
施
す
る
。　
　
　
　
　
　

・
共
済
加
入
者
の
健
康
増
進

事
業
を
行
う
。　
　
　
　
　

・
季
刊
紙
「
い
き
い
き
消

防
」
を
年
４
回
発
行
す
る
。

・
都
道
府
県
消
防
協
会
が
行

う
健
康
器
具
及
び
体
力
練
成

器
具
の
購
入
、
ス
ポ
ー
ツ
行

事
の
開
催
、
健
康
診
断
、
健

康
維
持
の
た
め
の
研
修
等
、

そ
の
他
健
康
増
進
及
び
事
故

防
止
の
目
的
に
沿
っ
て
行
う

事
業
や
消
防
操
法
大
会
に
助

成
す
る
。　
　
　
　
　
　
　

π　

消
防
団
の
大
規
模
災
害

活
動
に
対
す
る
支
援
事
業　

　

大
規
模
災
害
の
発
生
に
際

し
、
被
災
地
の
消
防
団
へ
支

援
を
行
う
。　
　
　
　
　
　

∫　

消
防
殉
職
者
慰
霊
事
業

・
全
国
の
消
防
殉
職
者
（
消

防
団
員
・
消
防
職
員
・
消
防

協
力
者
）
の
慰
霊
祭
を
実
施

す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

・
都
道
府
県
消
防
協
会
が
行

う
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭
等
の

実
施
に
対
し
助
成
金
を
交
付

す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

ª　

消
防
団
員
加
入
促
進
事
業

　

消
防
団
員
等
の
健
康
増
進

及
び
公
務
災
害
の
事
故
防
止

を
図
る
た
め
、
次
の
事
業
を

実
施
す
る
。　
　
　
　
　
　

・
消
防
車
両
を
交
付
す
る
。

・
消
防
団
活
動
事
例
集
『
地

域
防
災
力
の
充
実
強
化
と
消

防
団
』
を
作
成
す
る
。　

・
消
防
団
応
援
の
店
に
つ
い

て
全
国
的
な
取
り
組
み
を
進

め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

消
防
人
共
済
会
火
災
共
済
事

業�　

消
防
育
英
会
奨
学
生
及

び
奨
学
金
等
の
給
付
状
況
に

つ
い
て

�　

消
防
育
英
会
奨
学
生
の

誌
上
交
流
会
に
つ
い
て　
　

�　

消
防
育
英
会
支
援
自
動

販
売
機
の
設
置
状
況
に
つ
い

て

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

�　

消
防
団
員
等
福
祉
共
済

事
業

�　

婦
人
消
防
隊
員
等
福
祉

共
済
事
業　
　
　
　
　
　
　

�　

防
火
防
災
訓
練
災
害
補

償
等
共
済
事
業　
　
　
　
　

�　

消
防
個
人
年
金
事
業

�　

生
活
協
同
組
合
全
日
本

（
公
財
）
日
本
消
防
協
会

は
、
令
和
５
年
２
月　

日
１３

�
、
令
和
４
年
度
第
２
回
福

祉
共
済
事
業
等
運
営
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。　
　
　

　

委
員
会
は
、
葉
梨
衛
議
長

の
議
事
進
行
で
議
事
が
行
わ

れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案

・
（
公
財
）
日
本
消
防
協
会

　

普
通
会
計
よ
り

【
消
防
団
防
災
学
習
・
災
害

活
動
車
Ⅱ
】

・
（
公
財
）
日
本
消
防
協
会

　

福
祉
会
計
よ
り

【
消
防
団
活
動
車
】

・
（
公
財
）
日
本
消
防
協
会

　

防
火
防
災
会
計
よ
り

【
防
災
活
動
車
】

・
（
生
協
）全
日
本
消
防
人
共

済
会　

火
災
共
済
会
計
よ
り

【
防
災
活
動
車
】

・
令
和
５
年
４
月
中
に
、
各

都
道
府
県
消
防
協
会
へ
要
望

調
査
の
通
知
を
発
出
予
定
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
入
札
に
よ
り
車
種
が
決
定

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
車
に
つ
い
て

は
、
一
般
財
団
法
人
日
本
宝

く
じ
協
会
の
補
助
を
受
け
交

付
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

（
公
財
）
日
本
消
防
協
会

は
、
約　

万
人
の
会
員
の
福

７６

祉
厚
生
と
消
防
団
活
動
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

住
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
防

災
活
動
に
参
加
で
き
る
よ

う
、
各
種
の
共
済
事
業
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　

　

こ
の
共
済
事
業
は
、
会
員

各
位
及
び
全
国
市
町
村
並
び

に
都
道
府
県
消
防
協
会
の
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
、
年
々
充
実
さ
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

車
両
の
交
付
は
、
本
共
済

事
業
の
一
環
と
し
て
共
済
事

業
の
振
興
に
功
績
が
大
き
い

消
防
団
等
に
対
し
て
行
っ
て

お
り
、
地
域
の
防
災
体
制
の

強
化
に
寄
与
さ
せ
て
い
た
だ

く
も
の
で
あ
り
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
交
付
車
両
の
う
ち

・特別表彰「まとい」 １０団
・特別功労章 １０名
・優良消防団（表彰旗）  ３５団
・優良消防団（竿頭綬）  ８７団
・功績章 ９１１名
・精績章 ２，１９１名
・勤続章 ９，２３７名
・優良婦人消防隊（表彰旗） ６隊
・優良婦人消防隊員（功績章） ９名
・永年勤続職員表彰 １０名

消防団活動車・防災活動車
（ＳＵＶ型）

消防団防災学習・災害活動車¿

（ワンボックス型）
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な
業
種
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

今
後
各
地
で
相
互
利
用
が

広
が
れ
ば
、
消
防
団
員
の
全

国
的
な
連
帯
感
が
高
ま
り
、

地
域
防
災
力
の
中
核
で
あ
る

消
防
団
の
充
実
強
化
が
期
待

で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

日
本
消
防
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
「
全
国
消
防
団
応

援
の
店
」
の
リ
ス
ト
を
公
開

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

　

ま
た
、
公
益
財
団
日
本
消

防
協
会
で
は
「
全
国
消
防
団

応
援
の
店
」
に
関
す
る
情
報

を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
お
店
を
利
用
さ
れ
た
方

の
声
、
応
援
の
店
の
声
や
Ｐ

Ｒ
等
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構

で
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
寄

稿
、
情
報
提
供
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　

対
象
と
す
る
の
が
「
全
国
消

防
団
応
援
の
店
」
で
す
。　

　

こ
の
取
組
は
平
成　

年
７

２８

月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
早

く
も
６
年
７
か
月
が
経
過

し
、
全
国
消
防
団
応
援
の
店

の
登
録
数
は
、
皆
様
の
多
大

な
ご
協
力
の
お
か
げ
で
順
調

に
増
え
続
け
、
本
年
２
月　
２８

日
現
在
で
、
５
、
１
０
３
店

舗
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
同

月
と
比
べ
る
と
１
０
０
件
超

増
加
し
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ

　

地
域
の
た
め
に
活
動
さ
れ

て
い
る
消
防
団
員
の
皆
様
へ

の
「
ご
く
ろ
う
さ
ん
」
と
い

う
気
持
ち
か
ら
、
全
国
各
地

で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
消
防
団

応
援
の
店
」
が
、
地
元
の
消

防
団
員
だ
け
で
な
く
、
全
国

の
消
防
団
員
を
サ
ー
ビ
ス
の

の
店
へ
の
登
録
を
し
て
い

た
だ
い
た
、
同
県
上
田
市

で
カ
フ
ェ
を
経
営
す
る
春

原
様
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

昨
年　

月
に
、
長
野
県
内

１２

初
と
な
る
全
国
消
防
団
応
援

団
防
災
学
習
・
災
害
活
動
車

Ⅱ
」
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
交
付
さ
れ
た
車
両
に

つ
き
ま
し
て
は
災
害
時
に
お

け
る
消
防
団
指
揮
車
両
と
し

て
の
活
用
の
ほ
か
、
平
時
に

は
防
火
・
防
災
の
広
報
車
両

と
し
て
活
用
し
、
地
域
の
消

防
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、
併
せ
て
交
付
さ
れ

た
防
災
学
習
用
資
機
材
に
つ

き
ま
し
て
も
、
若
手
消
防
団

員
を
対
象
と
し
た
消
火
訓
練

や
、
町
が
実
施
す
る
防
災
訓

練
で
使
用
す
る
な
ど
、
防

火
・
防
災
啓
発
活
動
に
活
用

し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　

　

高
鍋
町
消
防
団
で
は
、令
和

４
年
度
消
防
団
員
福
祉
共
済

事
業
の
一
環
と
し
て
「
消
防

す
。

　

今
後
は
防
災
活
動
車
を
積

極
的
に
活
用
し
、
地
域
住
民

が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

よ
う
、
地
域
の
消
防
力
・
防

災
力
の
向
上
に
務
め
て
ま
い

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

（
公
財
）
日
本
消
防
協
会

か
ら
、
防
災
活
動
車
の
交
付

を
受
け
ま
し
た
。　
　
　
　

　

近
年
、
災
害
の
様
相
も
こ

れ
ま
で
と
は
変
わ
り
、
毎
年

の
よ
う
に
記
録
的
な
豪
雨
や

台
風
に
よ
り
全
国
各
地
で
大

規
模
な
被
害
が
発
生
し
て
い

る
中
、
本
市
に
お
い
て
も
い

つ
同
様
の
災
害
が
発
生
し
て

も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

彦
根
市
消
防
団
で
は
「
我

が
ま
ち
の
安
全
を
守
る
」
と

い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基

づ
き
、
地
域
に
お
け
る
消
防

防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
幅

広
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
災

害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
努
め
て
い
ま

本
部
と　

消
防
分
団
で
組
織

１９

さ
れ
て
お
り
、
火
災
、
風
水

害
等
の
各
種
災
害
対
応
を
は

じ
め
、
警
戒
、
広
報
活
動
の

実
施
等
、
地
域
の
安
心
・
安

全
の
確
保
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。　
　
　
　

　

今
後
も
交
付
を
受
け
た
車

両
を
有
効
に
活
用
し
、
地
域

防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
活

動
の
更
な
る
充
実
・
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

　

令
和
５
年
２
月
７
日
�
、

（
公
財
）
日
本
消
防
協
会
か

ら
「
防
災
活
動
車
」
の
交
付

を
受
け
、
消
防
団
本
部
へ
配

備
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

本
市
消
防
団
は
、
消
防
団

　

消
防
育
英
会
で
は
奨
学
金

の
給
付
に
つ
い
て
、
毎
年
新

規
ま
た
は
継
続
に
か
か
わ
ら

ず
願
書
の
提
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
願
書
等
の

提
出
期
限
は
令
和
５
年
５
月

８
日
�
で
す
の
で
、
締
め
切

り
ま
で
に
確
実
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

　

提
出
願
書
に
つ
い
て
は
、

消
防
育
英
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
奨
学
生
申
請
提
出
書
類

一
覧
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

共
済
の
福
祉
増
進
事
業
と
し

て
、
消
防
団
防
災
学
習
・
災

害
活
動
車
Ⅱ
の
交
付
を
受
け

ま
し
た
。

　

我
々
平
生
町
消
防
団
装
備

の
更
な
る
充
実
を
図
る
こ
と

が
で
き
、
心
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。
平
時
は
地
域
住
民
な

ど
に
対
す
る
防
災
学
習
に
使

用
し
、
有
事
の
際
に
は
緊
急

車
両
と
し
て
消
火
・
救
助
資

機
材
な
ど
の
運
搬
や
現
場
活

動
に
最
大
限
活
用
す
る
こ
と

で
、
更
な
る
地
域
防
災
力
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

令
和
４
年　

月　

日
�

１２

２２

に
、
（
公
財
）
日
本
消
防
協

会
か
ら
、
消
防
団
員
等
福
祉

川
を
有
し
て
お
り
、
河
川
が

氾
濫
し
た
際
の
被
害
は
甚
大

な
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
際
に
は
「
地
域
防
災
の

要
」
で
あ
る
消
防
団
は
必
要

不
可
欠
な
存
在
で
あ
り
ま

す
。

　

今
回
交
付
さ
れ
た
車
両

は
、　

人
乗
り
の
４
Ｗ
Ｄ
車

１０

両
で
あ
り
、
河
川
監
視
業
務

や
災
害
弱
者
の
避
難
に
活
用

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
様
々
な
場
面
で

活
用
し
、
地
域
の
防
災
力
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
消

防
団
活
動
を
市
民
に
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
で
消
防
団
員
加

入
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　

　

令
和
４
年　

月　

日
�
に

１２

１４

（
公
財
）
日
本
消
防
協
会
か

ら
「
消
防
団
防
災
学
習
・
災

害
活
動
車
Ⅱ
」
の
交
付
を
受

け
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

一
宮
市
は
、
愛
知
県
の
北

西
部
に
位
置
す
る
平
坦
地

で
、
一
級
河
川
で
あ
る
木
曽

交
代
要
員
の
搬
送
や
防
災
訓

練
を
含
む
各
種
訓
練
等
、
様

々
な
消
防
団
活
動
に
有
効
に

活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

交
付
を
受
け
た
南
村
光
昭

消
防
団
長
は
、
「
本
車
両
を

有
効
に
活
用
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
地
域
防
災
力
の
充
実

強
化
と
地
域
の
安
心
安
全
に

努
め
た
い
。
」
と
、
今
後
の

抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

城
陽
市
消
防
団
で
は
令
和

５
年
２
月　

日
�
に
、（
公

１２

財
）
日
本
消
防
協
会
か
ら

「
消
防
団
防
災
学
習
・
災
害

活
動
車
Ⅱ
」
の
交
付
を
受
け

ま
し
た
。

　

今
後
は
団
本
部
車
両
と
し

て
、
各
種
災
害
に
お
け
る
各

分
団
へ
の
指
揮
活
動
機
能
は

も
と
よ
り
、
災
害
活
動
時
の

　

今
後
、
交
付
い
た
だ
い
た

車
両
を
多
方
面
で
活
用
し
、

消
防
団
の
活
性
化
や
地
域
の

安
全
確
保
に
よ
り
一
層
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　
　

　

（
公
財
）
日
本
消
防
協
会

よ
り
福
祉
増
進
事
業
の
一
環

と
し
て
「
消
防
団
防
災
学

習
・
災
害
活
動
車
Ⅱ
」
の
交

付
を
受
け
ま
し
た
。　
　
　

　

車
両
の
ほ
か
、
煙
体
験
ハ

ウ
ス
を
始
め
と
し
た
数
多
く

の
防
災
学
習
用
資
機
材
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　
　

　

令
和
５
年
１
月　

日
�
に

３１

は
、
消
防
団
本
部
役
員
と

正
・
副
分
団
長
に
お
披
露
目

を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　

　

本
車
両
は
、
広
報
や
災
害

時
の
団
指
揮
車
と
し
て
の
活

動
の
ほ
か
、
大
泉
町
で
導
入

し
た
災
害
用
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
の
牽
引
車
と
し
て
も
活

用
さ
せ
て
い
く
つ
も
り
で

す
。

害
活
動
車
Ⅱ
」
の
交
付
を
受

け
ま
し
た
。
島
根
東
也
消
防

団
長
（
写
真
中
央
）
は
「
現

場
に
い
ち
早
く
駆
け
付
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
消
防
団
に

と
っ
て
、
今
回
の
交
付
は
大

変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
出
場
や
、
訓
練

な
ど
の
際
に
有
効
活
用
し
て

い
け
れ
ば
」
と
感
謝
の
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。　
　
　
　

　

今
回
交
付
を
受
け
た
車
両

は
、
災
害
活
動
を
は
じ
め
、

指
揮
車
両
、
消
防
団
教
育
の

際
の
人
員
搬
送
な
ど
、
幅
広

い
用
途
で
活
用
し
て
い
き
ま

す
。

　

令
和
５
年
２
月　

日
�
、

１４

（
公
財
）
日
本
消
防
協
会
か

ら
「
消
防
団
防
災
学
習
・
災

　

日
本
消
防
協
会
の
「
消
防

団
活
動
車
」
の
交
付
を
受
け

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

今
回
交
付
を
受
け
た
車
両

に
つ
い
て
は
、
災
害
時
に
は

消
防
団
本
部
の
指
揮
車
と
し

て
使
用
す
る
ほ
か
、
消
防
訓

練
や
各
種
行
事
に
お
け
る
広

報
等
に
も
幅
広
く
活
用
し
、

消
防
団
員
の
確
保
と
防
火
・

防
災
思
想
の
更
な
る
普
及
啓

発
に
努
め
、
地
域
防
災
力
の

向
上
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

令
和
５
年
１
月　

日
�
、

２０

（
公
財
）
日
本
消
防
協
会
よ

り
「
消
防
団
防
災
学
習
・
災

害
活
動
車
Ⅱ
」
の
交
付
を
受

け
ま
し
た
。
当
消
防
団
で
は

　

分
団
及
び
女
性
分
団
の
基

１０本
団
員
の
ほ
か
、
近
年
複
雑

多
様
化
す
る
自
然
災
害
を
含

む
各
種
災
害
に
備
え
、
５
つ

の
役
割
ご
と
の
機
能
別
団
員

を
任
用
し
て
お
り
ま
す
。　

　

今
回
交
付
を
受
け
ま
し
た

車
両
に
よ
り
応
急
救
護
所
や

避
難
所
へ
の
人
員
輸
送
や
広

報
活
動
の
活
動
範
囲
拡
大
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
交
付

資
機
材
を
活
用
し
、
町
内
事

業
所
や
自
主
防
災
組
織
へ
の

防
災
教
育
や
防
災
訓
練
の
普

及
に
つ
な
げ
、
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　

号
」
へ
掲
載
し

て
誌
面
に
よ
る

交
流
を
図
り
ま

し
た
。

　

名
の
奨
学
生
か
ら
「
将
来

３４の
夢
」
や
、「
今
頑
張
っ
て
い

る
こ
と
」、「
学
校
生
活
」
、

「
楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
」

な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
元
気
い

っ
ぱ
い
で
心
温
ま
る
文
章
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
冊
子
は
応
募
い

た
だ
い
た
奨
学
生
ご
本
人
や

そ
の
保
護
者
を
中
心
に
配
布

す
る
と
と
も
に
、
消
防
育
英

会
の
会
報
「
消
防
育
英
第　
９８

集
ま
り
、
都
内
見
学
や
デ

ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
な
ど

皆
で
楽
し
み
な
が
ら
交
流

を
深
め
て
お
り
ま
す
が
、

令
和
元
年
の
開
催
を
最
後

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
開
催

で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
昨
年
度
と
同

様
、
今
年
度
は
東
日
本
の

奨
学
生
を
対
象
に
し
て
作

文
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

　

消
防
育
英
会
で
は
、
毎
年

夏
休
み
の
期
間
中
に
、
奨
学

生
及
び
保
護
者
等
が
東
京
に

店
が
主
催
す
る
マ
ル
シ
ェ

に
お
い
て
、
上
田
市
消
防

団
音
楽
隊
の
演
奏
会
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
全
国
の
消

防
団
員
様
の
た
め
に
当
店

で
出
来
る
こ
と
は
是
非
と

も
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
る
消
防
団
の
皆
さ
ん

に
、「
癒
し
」
の
空
間
と

な
れ
ば
と
思
い
加
盟
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
の
取
組
み
と
し
て
、

全
国
の
消
防
団
員
様
と

同
伴
の
方
を
対
象
に
全

品　

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
サ
ー

１０
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

と
と
も
に
、
今
後
は
当

　

娘
が
長
野
県
上
田
市

の
消
防
団
音
楽
隊
の
活

動
を
始
め
て
か
ら
、
消

防
団
の
皆
さ
ん
の
日
頃

の
活
動
を
よ
り
よ
く
知

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

何
を
し
て
い
て
も
、
ど

ん
な
時
も
日
々
の
生
活

の
中
に
緊
張
感
を
持
ち

な
が
ら
生
活
を
さ
れ
て

全国消防団応援の店
の表示証

全国消防団応援の店
のホームページ　　　

（https://www.nissho.or.jp）

〒３８６―０４０５
長野県上田市中丸子１６２３―１
ザイデンシュトラーセン
TEL０２６８―４２―６６７３

【お問い合わせ先】
TEL　　０３―６３６３―９７４８
FAX　０３―６２６３―９８６３
E-mail　ikueikai@nissho.or.jp

※
消
防
育
英
会
の
奨
学
金
は
、
公
益
財

団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ
の
競
輪
公
益
資
金
に
よ

る
補
助
金
及
び
基
金
の
運
用
益
か
ら
給

付
し
て
い
ま
す
。

大
館
市
消
防
団
（
秋
田
県
）

三
郷
市
消
防
団
（
埼
玉
県
）

大
泉
町
消
防
団
（
群
馬
県
）

永
平
寺
町
消
防
団
（
福
井
県
）

一
宮
市
消
防
団
（
愛
知
県
）

城
陽
市
消
防
団
（
京
都
府
）

平
生
町
消
防
団
（
山
口
県
）

徳
島
市
消
防
団
（
徳
島
県
）

彦
根
市
消
防
団
（
滋
賀
県
）

高
鍋
町
消
防
団
（
宮
崎
県
）
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●阿賀町消防団ジェラート

町の小さなジェラート屋さん 新潟県

石川 拓真

■TEL  ０２５４（９２）７７１１　　■FAX  ０２５４（９２）７７１１
■H.P.  http://www.refeli.com
〒９５９‐４４０３　新潟県東蒲原郡阿賀町平堀８７６‐１
　　　　　　Refeli～れふぇり～

の交流広場

　この紙面は、各地の消
防団員の方々が心をこめ
て作られた特産物等を特
別な価格で提供している
ものです。
　是非ご利用ください。

★このページの掲載は無料となってい
ます。掲載を希望される方は、都道府
県消防協会へお問い合わせください。

消防団員

本広場は、ホームページからでもご覧いただけます。
ホームページ　https://www.nissho.or.jp

小岩井酒店  多 
た

 麻 
ま

 里 
り

 場 
ば

●横浜市栄消防団

神奈川県

小岩井淳一

地元のふれあい飲み屋�

●行田市消防団オムライス
青大豆ポタージュ

レストラン ミヨシ 埼玉県

横山 直俊

●水戸市消防団奄美大島産クロマグロ
（本まぐろ）

武藤 孝之

江戸前 弥介寿司 茨城県競技用自転車 茨城県

●土浦市消防団自転車のまち つちうら
「カワサキ乗物デパート」

川ì 隆義

大麦ダクワーズ 栃木県

●足利市消防団工場直売の
二条大麦ダクワーズ

藍場 博文

■TEL  ０２８４（６４）８８４７
〒３２６‐０００５　栃木県足利市大月町３‐１
　　　　　　株式会社大麦工房ロア　工場直売店

� DIY商品徳島産を
活かした 徳島県

●上板町消防団アク アイ カベ

「日消オリジナルグッズ」の最新作をご用意�
株式会社シグナル

藤井　圭

４月３日販売開始

シングル カップ３００円
 コーン３３０円
ダブル カップ３００円
 コーン３３０円

１２０ml　カップ
８０ml　カップ

ひとこと

新潟県阿賀町にある小さなジェラート屋さんです。こごみ、コシア
ブラ、自然薯、また町の花でもある雪椿など地元で採れる新鮮で珍
しい食材を使っています。季節の旬の味を是非お楽しみください。

■TEL  ０４８（５５６）２４１２　　■FAX  ０４８（５５６）０００２
■H.P.  http://www.plus-kun.com/miyoshi/
〒３６１‐００７３　埼玉県行田市行田１１‐２８
　　　　　　レストランミヨシ

■TEL  ０２９（２３１）５８９１
■H.P.  http://ibasushi.com　茨城県すし商生活衛生同業組合
〒３１０‐００６４　茨城県水戸市栄町２丁目１‐６ 
 　　弥介寿司

ひとこと

昭和４０年創業。刺身、寿司、焼魚や煮魚、予約で鍋も出来ます。冬
場はあんこう鍋がおすすめです（２人前より）。厚焼玉子、穴子な
どがおいしいと評判です。大小個室もあり２名～１２名様までご利用
いただけます。

松寿司３，３００円　竹寿司２，４００円　梅寿司１，７００円
あんこう鍋２，２００円 （税込）
ワンドリンクサービス

４ケ入　５４０円（税込）

■TEL  ０８８（６９４）２１５０　　■FAX  ０８８（６９４）５８９０
〒７７１‐１３０２
徳島県板野郡上板町七条字栗ノ木前３０‐１
ñ藤井製作所 つくらふと

厚み４Ÿ ９０⁄×９⁄、６０⁄×９⁄、３０⁄×９⁄

各７枚＝２１枚
８,８００円（税込、送料１,５００円）

生ビール　４００円
おつまみ　２００円～

（税込）
消防団員の方には、
乾きものサービス

■TEL  ０４５（８９２）２９６３　　■FAX  ０４５（８９２）２９６３
〒２４７‐００１４　神奈川県横浜市栄区公田町５１４番地
　　　　　　小岩井酒店　多麻里場

ひとこと

酒店に併設されたアットホームなふれあいの飲み屋です。地元の消
防団、神輿会、商店街の人たちと楽しく飲めます。すぐ仲間になれ
ますので、是非お立ち寄りください。

ひとこと

昭和２５年創業、親子３代で受け継がれる昔ながらの老舗洋食屋で
す。先代の味を守りつつ３代目オリジナルメニューも頑張ってます。
お弁当の注文も承ってます。

オムライス９８０円
（テイクアウト可）

青大豆ポタージュ３７０円
（テイクアウト不可）

■TEL  ０２９（８２１）１１４７　　■FAX  FAX ０２９（８２３）６３６４
■H.P.  https://www.j-kawasaki.com/
■mail  info@j-kawasaki.com
〒３００‐００３６　茨城県土浦市大和町８‐２１
　　　　　　カワサキ乗物デパート

ひとこと

カワサキ乗物デパートは創業９７年で、先代は全国自転車・二輪自 
動車商協同組合長を歴任するなど、「自転車のまち　つちうら」で
一番歴史のある自転車販売店となります。商品は、競技用自転車か
らお子様用自転車まで幅広く揃え、特に競技用自転車の販売に力を
入れています。

工場直売店

乗るお方に応じて対応いたします。
配送は、対応不可となります。
価格：要相談

自転車購入者には、無料点検を
行います。また、団員証（市町
村問わず）を掲示していただい
た方には、自転車のパーツ類を
値引きいたします。

ひとこと

足利市は二条大麦の産地です。二条大麦は通常ビールになりますが、
麦こがしに加工してお菓子になりました。

ひとこと

徳島県産杉の自然の木目を活かし、また、徳島藍をイメージした仕
上がりになっています（厚み４Ÿなので施工もしやすく、両面テー
プで貼るだけの施工となっております）。

（税込）

日消／火の用心
纏桜吹雪エアライドＴシャツ

２,７００円（税込）
［カラー］
ネイビー
［素材］
ポリエステル１００%

日消／団桜扇子唐木中彫

２,５００円（税込）
［サイズ］ ７寸（約２１cm)
［材質］唐木、綿

公認グッズはほかにも！
スマホからチェック！

■TEL  ０１２０（６０７）４４４ 土日祝を除く９：００～１７：３０
■H.P.  https：//www．signalos．co．jp
〒７３３‐０８３３
広島県広島市西区商工センター２丁目２‐２５

ひとこと

消防団の皆様の活動を応援する㈱シグナルが､『日本
消防協会公認』の最新オリジナルアイテムを４月３
日より販売開始します。
今回は和テイスト� 是非皆さまでご愛用ください�

左胸デザイン

デザイン拡大
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